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2024年 10月 4日版 

 

北区議会第３回定例議会が９月９日から開催されました。初日の本会議で会

派を代表してやまだ区長に質問をしました（質問項目は下記になります）。 

今後とも区民の皆さまの負託に応えられるよう、そして生まれ育った北区を

さらに前へ進めていくためにも全力で取り組んでいく決意でございます、ご指

導、ご鞭撻のほどよろしくお願いします。 

代表質問  筋力アップ体操教室について 

１ やまだ区政について  

(1) 経営改革プランについて (2) 公契約条例について (3)モペットについて  

２ 区民の健康づくり、福祉施策について  

(1) 区民健康づくり大作戦事業について (2) 高齢者の見守りについて 

(3) 重層的支援体制整備事業について 

 

 代表質問  モペットについて 

代表質問  公契約条例について 

３ 災害に強い地域づくりを目指して  

(1) 避難行動要支援者名簿について (2) 備蓄物資の充実について (3) 消防団との連携について  

４ スポーツを通じた地域活性化に向けて  

(1) 相撲部屋を北区に誘致することを目指して (2) デフリンピック東京開催に向けて  

(3) 味の素フィールド西が丘（西が丘サッカー場）の改修について 

 

 
質問 労働者が公契約条例の適用現場なのか知らない方もいるかもしれない。労働者の方々に直接アンケー

ト調査を実施すべきと考えるが。  

答弁 特定公契約の現場であることについての労働者への周知については、特定公契約の受注者が行うこととな

っており、区が直接労働者にアンケートを行うことは考えてない。 

質問 人気のペダル付き原動機自転車モペット、事故回避に向けてモペット利用者や区内事業者に啓発

活動を実施するとともに、違法モペットの取締りを強化していくべき。  

答弁 区としては、各種交通安全のキャンペーン等を通じた啓発活動を推進するとともに、警察に対し積極的な

指導・取締りを要請していく。 

今後の区長退職手当の廃止・見直しは十分な議論が必要と認識している。 

質問 区民からのニーズが高い、筋力アップ体操教室をさらに拡充していくべき。 

答弁 筋力アップ体操教室は高齢者フレイル予防に大きな効果を得ていると考えている。 

福祉と健康の両面から関連事業を体系化し、身近な健康づくりの場の拡充に向けた 

検討を進めていく。 
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代表質問  個室テントについて 

 

について 

 

最近の活動あれこれ 

 代表質問   味の素フィールド西が丘（西が丘サッカー場）の改修について 

代表質問  デフリンピック東京大会２０２５ 

地域の防災訓練にも積

極的に参加しています 
今年は各地域でお祭りが開催されました。私もいく

つかのお祭りに参加させていただきました 

 

代表質問  相撲部屋を北区に誘致することを目指して 

について 

 

代表質問  消防団との連携について 

について 

 

デフリンピック東京

機運醸成イベント 

質問 避難所内で「密閉」「密集」「密接」の「3 密」を避け、避難所生活でのプライ

ベート空間確保のためにも、避難所用の個室テントを導入すべき。 

答弁 備蓄倉庫のスペースには限りがあるため、避難者に応じた数の個室テントを導入するこ

とは困難だが、国及び東京都のプッシュ型支援に加え、民間事業者等との協定に基づき

必要物資を調達することも含め、引き続き検討していく。 

質問 消防団は各地域に分団があり、各分団の団員が震災時に避難所の応援に駆けつけることができれば大変 

大きな力になる。震災時の避難所運営に消防団との連携を行っていくべき。 

答弁 震災初動期に消防団が避難所運営に携わることは難しい状況と想定されるが、地域で火災等が発生してい

ない場合などに、自主防災組織と消防団が連携して避難所運営にあたることは、安全で円滑な避難所運営や

被災者支援の強化につながると考えており、消防団と協議のうえ、連携強化について検討していく。 

質問 北区にはスポーツといった特有の地域資源を有している。トップアスリートのまち北区をさらに充実させ

地域活力を高めていくためにも、北区内に相撲部屋を誘致していくべきと考えるが見解を問う。 

答弁 相撲部屋の誘致には、地域の活性化に向けて、スポーツだけでなく観光や文化など様々な観点から、その

有効性や妥当性を検討する必要がある。そのため、現時点では、誘致に向けた具体的な考えはないが今後、 

相撲部屋についての提案などがあった場合は、様々な観点から、可能性を検討したい。 

震災初動期に消防団が避難所運営に携わることは難しい状況と想定されるが、地域で火災等が発生していない場

合などに、自主防災組織と消防団が連携して避難所運営にあたることは、安全で円滑な避難所運営や被災者

支援の強化につながると考えており、消防団と協議のうえ、連携強化について検討していく。 質問 北区としてもデフリンピック機運醸成イベントを関係団体と連携して開催していくべき。 

答弁 大会１年前イベントとして、今年の９月から１２月にかけて、デフリンピックに関する映画

上映会を複数回開催するほか、障害者週間ではデフアスリートを招いた講演会の開催を予定。

している 

質問 老朽化が進んでいる西が丘サッカー場、施設の安全面やバリアフリーの観点だけでなく、Ｊ１基準の満た

すスタジアムに改修することによって、地域の活性化に大きくつながってくる。西が丘サッカー場の改修を

北区として関係諸団体と連携し、要望を出していくべき。 

答弁 現時点では要望を出すことは考えてないが、施設の安全面やバリアフリーの観点で必要となった場合は、

施設管理者である独立行政法人日本スポーツ振興センターに伝えていく。 

 26 / 27 27 / 27 

04 花見 法人日本スポーツ振興センターに伝えてまいり ます。 

新しく完成した中野

区役所新庁舎を視察

しました。 


